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は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
紹
介
す
る
「
凍
結
解
凍
覚
醒

法
」
は
、
こ
れ
ら
従
来
の
技
術
・
方

法
と
は
異
な
り
、
植
物
の
種
子
や
組

織
の
一
部
を
「
緩
慢
」
凍
結
し
、
そ

の
凍
結
解
凍
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
、

有
利
な
形
質
を
発
現
さ
せ
る
と
い
う

新
規
か
つ
短
期
間
で
可
能
と
す
る
斬

新
な
品
種
改
良
技
術
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

た
わ
わ
に
実
る
バ
ナ
ナ
の
歴
史
を
知

り
、
か
つ
て
は
氷
河
期
を
生
き
て
い

た
植
物
で
あ
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
種
子
や
組
織
の
休
眠
性
を
打
破

す
る
た
め
に
、
氷
河
期
の
凍
結
・
解

凍
現
象
を
人
工
的
に
再
現
す
る
処
理

方
法
で
す
。
種
子
や
組
織
で
あ
る
成

長
細
胞
を
マ
イ
ナ
ス
六
〇
℃
ま
で
緩

慢
に
冷
却
し
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る

こ
と
で
環
境
情
報
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
室
温
で
の
自
然
解
凍
な
ど
一
般

的
な
解
凍
の
過
程
で
環
境
順
応
性
や

成
長
速
度
な
ど
に
関
与
す
る
遺
伝
子

の
発
現
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
技
術
（
基
本
特
許

6300215

号
）
で
の
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
「
緩
慢
」
凍
結
と
は
、

一
日
の
温
度
降
下
速
度
が
〇
・
五
℃

と
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
一
八
〇
日
間

か
け
て
マ
イ
ナ
ス
六
〇
℃
ま
で
下
げ

て
い
く
、
開
発
者
が
試
行
錯
誤
し
て

到
達
し
た
唯
一
無
二
の
処
理
技
術
で

す
。
こ
の
処
理
に
よ
っ
て
凍
結
植
物

の
Ｒ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝
子
情
報
伝
達
タ
ン

パ
ク
質
を
合
成
す
る
物
質
）
生
成
量

が
通
常
の
三
七
倍
に
増
加
し
、
そ
れ

が
成
育
速
度
＝
細
胞
分
裂
の
活
性
化

に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

い
わ
ば
、
生
存
で
き
る
限
界
の
環

境
ス
ト
レ
ス
を
そ
の
対
象
に
与
え
、

そ
の
環
境
下
で
生
存
に
必
要
な
休
眠

し
て
い
る
機
能
を
呼
び
起
こ
し
、
形

質
を
変
え
る
技
術
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
品
種
改
良
技
術
を
施
し
た
植

物
は
、
未
処
理
の
同
品
種
よ
り
も
病

気
・
害
虫
に
強
く
、
無
農
薬
ま
た
は

農
薬
低
減
栽
培
が
期
待
で
き
、ま
た
、

成
長
が
早
く
、
環
境
順
応
性
（
耐
寒

性
・
耐
暑
性
）
が
高
ま
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
栽

培
地
域
や
栽
培
期
間
が
拡
が
り
、
成

長
速
度
も
速
い
こ
と
か
ら
、
作
物
の

収
穫
量
が
増
加
し
ま
す
（
図

表
１
・
２
・
３
）（
注
１
・
２
）。

　

こ
の
技
術
を
利
用
し
て
栽

培
・
商
品
化
さ
れ
た
果
物
の

代
表
的
な
例
と
し
て
「
バ
ナ
ナ
」
が

あ
り
、
東
北
や
北
海
道
を
含
む
全
国

各
地
で
栽
培
、
商
品
化
さ
れ
て
い
ま

す
（
次
頁
図
表
４
）。

（
注
１
）
凍
結
解
凍
覚
醒
技
術
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://ft-

aw
ake

n
in

g
.c

o
m

/ab
o

u
t/

sam
ple-featured4/

）

（
注
２
）
株
式
会
社
Ｄ
＆
Ｔ
フ
ァ
ー
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
dt-farm

.com
/ftam

）
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の
方
法
が
あ
り
、
①
自
然
界
か
ら
の

有
用
種
（
突
然
変
異
）
を
選
択
、
②

有
用
種
同
士
の
交
配
、
③
放
射
線
や

化
学
物
質
を
使
用
し
た
人
為
的
な
突

然
変
異
、
④
遺
伝
子
組
み
換
え
、
⑤

ゲ
ノ
ム
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
す
べ
て
の
遺
伝

情
報
）
編
集
技
術
が
あ
り
ま
す
。

⑵　
新
た
な
品
種
改
良
技
術
「
凍
結

解
凍
覚
醒
法
」

　

従
来
の
品
種
改
良
技
術
に
も
一
長

一
短
が
あ
り
、
突
然
変
異
を
選
択
す

る
も
の
や
交
配
に
よ
る
技
術
に
は
長

い
開
発
期
間
が
か
か
り
ま
す
。
人
為

的
な
突
然
変
異
や
遺
伝
子
組
み
換

え
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
で
は
、
作
出

さ
れ
た
品
種
の
安
全
性
や
環
境
へ
の

影
響
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
な
く
て

　連載　連載

監修・アグリ創研株式会社 代表取締役　浅野 卓

第
18
回 

氷
河
期
を
生
き
抜
く
た

め
の
遺
伝
子
を
覚
醒
さ

せ
る
斬
新
な
品
種
改
良

技
術

１　
製
品
・
発
明
の
紹
介

⑴　
品
種
改
良
技
術
に
つ
い
て

　

お
い
し
さ
や
高
収
穫
量
、
病
害
虫

へ
の
耐
性
や
冷
害
・
高
温
へ
の
耐
性

な
ど
、
農
業
生
産
者
や
消
費
者
の
需

要
を
満
た
す
特
性
を
も
っ
た
品
種
を

開
発
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を

可
能
に
す
る
技
術
を
品
種
改
良
技
術

と
い
い
ま
す
。

　

従
来
の
品
種
改
良
技
術
に
は
五
つ

法人紹介
凍結解凍覚醒技術株式会社
株式会社 Ｄ＆Ｔファーム
代表者
田中 節三（凍結解凍覚醒技術株式会社）
田中 哲也（株式会社 Ｄ＆Ｔファーム）
事業内容
苗木等の農産物の生産および販売
耐寒性品種のライセンスビジネス等
所在地
〒 709-1204
岡山県岡山市南区西高崎 81-22
ＵＲＬ　 https://www.dt-farm.com
連絡先　 info@dt-farm.com（お問い合わせ）
設立・沿革
約 40 年前　 国産バナナの栽培法の研究を

開始
約 30 年前　 パパイヤを利用した「凍結解

凍覚醒法」の実験を開始
2017 年５月　 日本経済新聞社主催「AG/

SUM（ ア グ リ テ ッ ク・ サ
ミット）2018」最高賞《Ｓ
ＭＢＣ賞》受賞

2018 年３月　 「凍結解凍覚醒法」特許取
得・特許第 6300215 号

2020 年２月　 外 務 省 広 報 サ イ ト Web 
Japan 掲載

第18回

中谷 明浩　 知的財産アナリスト（特許） 
技術士（農業部門）

中谷技術士事務所代表。食用油脂とその周辺技術を中心とした食品技術、特許情報活用（知財戦略）の
支援を国内外で展開。食品化学新聞「食品技術士リレーシリーズ」ベースライターで「調理現場のフラ
イ油適正管理技術」（2019.3.21 掲載）、「特許情報を食品やビジネスに活用しよう」（2019.9.21 掲載）な
ど執筆多数。著書に『食用油脂の基礎と劣化防止』がある。

図表１　凍結解凍覚醒処理・未処理の成長差イメージ

通常速度
未処理

処理

種付

種種

種

種 種

凍結解凍覚醒

発芽
成長速度差異の理論値＝RNA増加倍数

発芽

図表３　パパイヤ収穫期の比較（出典：特許 6300215 号【図５】）

図表２　 パパイヤ発芽後 3 ヵ月後の成育状況比
較（出典：特許 6300215 号【図４】）
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２　
特
許
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

⑴　
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
溶
液
に
浸
漬
さ

せ
て
の
緩
慢
凍
結

　

ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
と
は
、
き
の
こ
類

や
酵
母
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
自
然

界
に
存
在
す
る
希
少
糖
で
、
上
品
な

甘
み
を
持
つ
特
徴
か
ら
、
私
た
ち
の

身
近
な
食
品
や
化
粧
品
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
細
胞
や
た
ん

白
質
を
凍
結
や
乾
燥
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
か
ら
保
護
す
る
作
用
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
多
機
能
な

糖
で
す
（
注
３
）。
こ
の
ト
レ
ハ
ロ
ー

ス
溶
液
に
浸
し
、
緩
慢
凍
結
を
行
う

こ
と
で
細
胞
が
生
存
で
き
る
こ
と
を

見
出
し
た
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
、
凍
結
解
凍
覚
醒
法
が
成
立
す
る

た
め
の
特
長
技
術
と
い
え
ま
す
。

⑵�　
特
許
情
報
に
よ
る
技
術
的
価
値

の
評
価

　

こ
の
技
術
は
、
関
連
特
許
・
出
願

群
の
基
本
発
明
と
し
て
特
許

6300215

号
「
植
物
の
特
性
を
増

強
す
る
方
法
」
を
筆
頭
に
、
他
七
件

（

特

許6307680

、

特

許

6716140

、
特
許6504485

、
特

許6830591

、
特
許6864304

、

特
開2019-187351

、
特
開

2020-162598

）
が
あ
り
、
技
術

的
価
値
の
評
価
と
し
て
、
こ
の
基
本

発
明
で
特
許
技
術
を
み
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
基
本
発
明
に
付
与
さ
れ
て
い

る
特
許
分
類
Ｆ
Ｉ
に
お
い
て
、
主
要

な
分
類
と
し
てA01H

3/00

（
新

規
植
物
ま
た
は
そ
れ
ら
を
得
る
た
め

の
処
理
で
、
表
現
型
を
改
変
す
る
た

め
の
処
理
）
とC12N

5/04

（
植

物
細
胞
ま
た
は
組
織
）
を
抽
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
同
じ
く
付
与
さ
れ

て
い
る
特
許
分
類
Ｆ
Ｔ
で
基
本
発
明

の
特
徴
で
あ
る2B030CA28

（
植

物
の
そ
の
他
の
育
種
技
術
）
を
抽
出

し
、
こ
れ
ら
の
Ｆ
Ｉ
と
Ｆ
Ｔ
を
共
通

で
持
つ
特
許
文
献
をJ-PlatPat

（
特

許
庁
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
検
索
し
た

と
こ
ろ
、
六
件
の
特
許
文
献
を
得
て

査
読
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
凍
結
解
凍
」
に
よ
る
形
質
改
良
（
品

種
改
良
）
は
基
本
発
明
の
み
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
独
創
的
か
つ
希
少
性

の
高
い
特
許
技
術
で
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
溶
液
の

浸
漬
」
に
注
目
し
、
農
業
分
野
で
の

ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
の
活
用
例
を
特
許
情

報
で
見
る
た
め
に
、
特
許
分
類
Ｆ
Ｉ

でA01P21/00

（
植
物
生
長
調
節

剤
）
が
付
与
さ
れ
て
い
る
特
許
文
献

で
「
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
」
を
利
用
し
て

い
る
も
の
を
調
べ
ま
し
た

（J-PlatPat

、
一
五
件
）。

　

そ
の
結
果
、
農
作
物
の
日
焼
け
を

軽
減
で
き
る
葉
面
散
布
剤
（
特
開

2014-223059

）、
切
り
花
用
鮮

度
保
持
剤
（
特
開
平11-12101

）

や
植
物
生
長
の
促
進
、
発
芽
促
進
、

鮮
度
保
持
な
ど
の
効
果
が
高
い
植
物

生
長
促
進
剤
（
特
開2007-

308434

）
な
ど
、
植
物
の
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
ま
た
は
保
護
し
生
長
を
促

進
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
効
果
を
有
す
る
ト
レ
ハ
ロ
ー

ス
と
緩
慢
凍
結
解
凍
技
術
を
組
み
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
が
、
こ
の
技
術
の
優

位
性
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

（
注
３
）TREH

A
®W

eb

「
ト
レ
ハ
ロ
ー

ス
と
は
」（https://treha.jp/

know
 ledge/about/

）

３　

想
定
さ
れ
る
実
施
態
様
・

事
業
展
開
の
可
能
性

⑴　
様
々
な
品
種
へ
の
適
応
可
能
性

と
農
産
物
の
輸
出
可
能
性

　

こ
の
凍
結
解
凍
覚
醒
法
を
活
用
し

て
、
実
際
に
株
式
会
社
Ｄ
＆
Ｔ

フ
ァ
ー
ム
農
場
で
は
バ
ナ
ナ
を
は
じ

め
と
し
て
パ
パ
イ
ヤ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
カ
オ
、
サ
ポ
テ

や
、
花
椒
、
コ
シ
ョ
ウ
、
ナ
ツ
メ
ヤ

シ
な
ど
、
日
本
で
は
収
穫
で
き
な
い

植
物
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
技
術
は
小
麦
、
大
豆
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
活
用
に
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
（
注
４
）。
ま
た
、
近

年
、
積
極
的
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
農
産
物
の
輸
出
に
も
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
世
界
的
に
需
要
が
高
い

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
注
目
す
る
と
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
主
要

輸
出
国
の
輸
出
の
変
化
（
注
５
）
に

お
い
て
、
二
〇
〇
一
／
〇
二
年
の
輸

出
量
は
四
七
万
ト
ン
に
対
し
て
、
二

〇
一
八
／
一
九
年
の
輸
出
量
は
一
一

五
万
ト
ン
と
二
倍
以
上
の
伸
び
率
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
は
温
暖
な
気
候
で
の
栽

培
が
適
し
て
お
り
、
日
本
で
は
小
豆

島
で
主
に
限
定
的
な
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
技
術
に
よ
っ
て

耐
寒
性
と
収
穫
量
の
多
い
オ
リ
ー
ブ

を
作
出
し
、
寒
冷
地
で
も
栽
培
が
可

能
に
な
れ
ば
、
輸
出
へ
の
道
が
開
け

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑵　

栽
培
気
候
不
適
地
域
で
の
栽

培
・
生
産
と
６
次
化
加
工
品
の
ア

イ
テ
ム
の
広
が
り

　

こ
の
技
術
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
耐

寒
性
を
有
す
る
フ
ル
ー
ツ
類
を
、
こ

れ
ま
で
寒
冷
地
で
栽
培
で
き
な
か
っ

た
地
域
で
の
生
産
が
期
待
で
き
ま
す
。

バ
ナ
ナ
や
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
を
東
北
、

北
海
道
で
栽
培
可
能
と
な
れ
ば
地
域

特
産
品
や
６
次
化
加
工
品
へ
の
商
品

ア
イ
テ
ム
の
広
が
り
が
期
待
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
寒
冷
地
で
は
成
育
し

な
い
青
森
が
栽
培
北
限
と
い
わ
れ
て

い
る
胡
麻
に
、
耐
寒
性
を
こ
の
技
術

に
よ
っ
て
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
北
海
道
で
も
胡
麻
栽
培
が
可

能
と
な
り
、
高
付
加
価
値
産
品
の
開

発
が
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
栽
培
可
能
地
域
が
広
が
る

こ
と
に
よ
り
、
も
っ
と
多
く
の
農
産

物
で
「
リ
レ
ー
出
荷
」（
複
数
の
産

地
が
連
携
し
て
、
出
荷
時
期
を
調
整

す
る
こ
と
に
よ
り
、
途
切
れ
な
く
安

定
供
給
す
る
こ
と
）
が
で
き
ま
す
。

⑶　
収
量
ア
ッ
プ
に
よ
る
農
業
経
営

へ
の
改
善
効
果

　

北
海
道
の
十
勝
郡
音お
と
ふ
け
ち
ょ
う

更
町
や

弟て
し
か
が

子
屈
町ち
ょ
うな

ど
の
寒
冷
地
域
で
付
加

価
値
の
高
い
マ
ン
ゴ
ー
を
冬
季
で
も

生
産
し
て
い
る
実
績
が
あ
り
、
熱
源

を
温
泉
水
か
ら
得
て
温
暖
環
境
を
確

立
し
、
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
な
か
で
、

こ
の
技
術
を
活
用
し
た
成
長
性
の
高

い
品
種
を
導
入
し
、
さ
ら
な
る
収
量

ア
ッ
プ
が
可
能
と
な
れ
ば
、
収
益
と

経
営
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

⑷　
無
農
薬
・
農
薬
低
減
に
よ
る
栽

培
作
業
負
荷
軽
減
と
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産

　

害
虫
除
去
や
病
気
予
防
の
た
め
の

農
薬
散
布
は
、
生
産
者
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

盛
夏
期
の
熱
さ
や
長
時
間
の
作

業
、
効
果
が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合

の
散
布
回
数
の
追
加
な
ど
で
、
生
産

者
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
荷
が
大
き

い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
技
術
で
害
虫
・
病
気
へ
の
耐
性
を

獲
得
し
た
植
物
で
栽
培
・
生
産
で
き

れ
ば
農
薬
散
布
を
し
な
い
か
、
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
負
荷
、

健
康
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
農
薬
を
使
用
せ
ず
、
ま

た
は
減
じ
て
栽
培
・
生
産
さ
れ
た
作

物
に
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
付
加
価

値
を
付
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
特
許
技
術
に
よ
り
、

農
薬
や
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
等
を
削
減
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
、
環
境
負
荷
の

低
い
農
業
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
は
令
和
三
年
五
月
に
策
定

さ
れ
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
に
も
合
致
し
ま
す
。

（
注
４
）
ガ
リ
レ
オ
Ⅹ
（
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
）「
国

産
バ
ナ
ナ
が
農
業
を
変
え
る
!? 

生
物

学
の
常
識
を
覆
す
大
発
見
」
制
作
・

著
作
Ｗ
Ａ
Ｃ 2018.10.14

放
送

（h
t

t
p

s
:

/
/

v
i

m
e

o
.

com
/382561627

）

（
注
５
）
一
般
社
団
法
人 

日
本
植
物
油

協
会
「
２
．
世
界
の
植
物
油
生
産
と

貿
易
」（https://w

w
w

.oil.or.jp/
kiso/seisan/seisan0

2
_0

2
.

htm
l

）

�

（
な
か
た
に　

あ
き
ひ
ろ
）

図表４　 凍結解凍処理を行い栽培したバナナ ( 出
典：特許 6300215 号【図７】）
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